
◆第１回 １２月 ９日（水）  

県立広島大学 准教授 鈴木 康之  

「中世瀬戸内の港湾をめぐる物通」 
 

◆第２回 １２月１６日（水）  

広島市郷土資料館 主任学芸員 篠原 達也  

「城下町建設以前の広島湾岸地域」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

時 間：１０：３０～１２：００ 

場 所：宇品公民館 ４階 研修室１ 

対 象：どなたでも（全２回参加できる方）   

定 員：５０名（先着順） 

参加費：無料 

申込み：１１月１１日（水）より宇品公民館へ 

来館、または電話で 

主 催：県立広島大学・宇品公民館 

問い合わせ：（公財）広島市文化財団 宇品公民館 

   南区宇品御幸４丁目１番２号  tel・fax ２５３－２５２９ 

平成２７年度 県立広島大学・宇品公民館連携講座 

私たちが暮らす「広島」は，毛利輝元が天正 17年（1589）

に築城を開始した広島城の城下町を基盤に発展をとげた地

方都市です。それでは，築城以前のこの地域はいったいど

のような場所だったのでしょうか？ また，なぜ輝元はここ

に城と城下町を築いたのでしょうか？ 

 この講座では，近年の中世史や中世考古学の研究成果を

もとに，広島城築城以前の太田川河口地域の状況を，瀬戸

内海をめぐる人や物の動きのなかでとらえることにより，

城下町広島が成立・発展した背景を探ります。 
 

 ［全２回］ 


